
２００６年度 修士論文提出に関する諸手続について 

  ２００７年３月修了予定者は、つぎの要領で、修士論文提出の手続きを行ってください。 

 

１．修士論文提出の基本的な条件 

 

 本年度修士論文の提出を予定している学生は、前年度に研究指導を受け、少なくとも所定

単位２０単位以上取得していることが基本的な条件となります。 

※社会人入学試験による入学者で、非常にすぐれた実績をもつ者は、１年半でも修士論文

を提出できます。（詳細は研究科講義要項を参照してください。） 

 

２．修士論文提出日程 

 

（１） 修士論文研究計画書（修士論文の題目および論文内容の概要）の提出 

２００６年６月１５日（木） 正午：時間厳守 

研究計画書は２部作成し、１部（写）は指導教員に提出、１部は指導教員の承認印を

得たのち、事務所へ提出してください。 

※ 前年度以前に修士論文研究計画書を提出した学生は、再度提出する必要はありま 

せん。ただし、研究内容に変更があった場合は再提出してください。 

 

（２） 修士論文提出予定届（最終的な論文提出申請）の提出 

２００６年１１月７日（月） 正午：時間厳守 

   博士後期課程の推薦入試を希望する者は、論文種別は「A」を選択してください。 

   「B」を選択した場合は博士後期課程一般入試のみ受験可能となります。 

   修士論文題目と言語の邦文 / 英文の選択は変更できません。 

 

（３） 論文提出締切日 

２００７年１月１０日（水） 午後５時：時間厳守 

 

（４） 論文口頭試問期間 

修士論文「A」 ２００７年１月２５日（木）～２７日（土）予定 

修士論文「B」 ２００７年１月２９日（月）～３０日（火）予定 

※確定日程は、大学院掲示板で発表します。 

 



３．論文の様式等 

 

①日本語または英語でA4版横書き（ワープロ可）。 

 字数等：１行４０字前後（設定自由） 行間１行 １頁の行数は自由 

 文字の大きさ：原則１１ﾎﾟｲﾝﾄ 

 手書きの場合はA4版の横書きの原稿用紙を使用してください。 

 英文の場合はワープロで作成してください。 

②概要書は日本語でA4版横書き３.０００字以内（ワープロ可）。 

③左綴じ製本をするので、左側のスペースを右側よりも広めに空けてください。 

④論文および概要書は、正１部・副２部を提出してください。 

⑤一旦提出した後は、誤字脱字等があっても差し替えは認めません。 

⑥詳細は研究科要項を参照してください。 

 

 

以      上 
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